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あらまし：手洗いは感染症予防において欠かすことのできない行為である．そこで，本研究では，石鹸を

使用した手洗いの促進を目的として，従来の啓発方法と人を無意識のうちに望ましい行動へと促すナッ

ジを用いた方法を比較した．その結果，従来の方法に比べて，ナッジを用いた方が石鹸を使用した手洗い

の促進には効果的であった． 
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1. はじめに 
石鹸を使用した手洗いは感染症予防において重要

である．現在，中国を中心として猛威を振るってい

るコロナウイルスの感染予防においても，最も効果

がある行為は手洗いであるとされている（1）．また，

手洗い後の残存ウイルス数を調べた調査では，手洗

いなしでは残存ウイルス数は約 10,000,000 個である
のに対し，15秒間，流水のみで手洗いを行った場合
は約 10,000 個（約 1%），石鹸で 10秒または 30秒も
み洗いを行った場合は約 100 個（約 0.01%）まで減
少することが判明している（2）．しかし，消費者庁が

2006年に 16～65歳の男女 2000人を対象として行っ
たアンケートによると，トイレ後に手洗いを行わな

い人の割合は 15.4％であった（3）．また，トイレ後の

手洗いの現状をO大学の男子大学生を対象にして調
査したところ，「手洗いをしましょう」と書かれてい

るポスターが張られているにもかかわらず，トイレ

後に石鹸を使用しない人の割合は約 50％であった． 
そこで，本研究では，石鹸を用いた手洗いにおい

て，従来のポスターにおける啓発方法（以下，従来

群）とナッジを用いた啓発方法（ナッジ群）で，そ

の効果を比較した． 
 

2. ナッジ 
ナッジ（nudge）とは注意や合図のために肘で人を

そっと突くことを指す英単語であり，人を無意識の

うちに，正しい意思選択・行動を行うように誘導す

ることである（4）． 
本研究では，石鹸の使用を促すために，色の違う

2 種類の石鹸を用意し，投票の手段とするナッジを

用いた． 
3. 実験内容 
アンケート対象者は O 大学の男子学生 92 名（従

来群 47 名，ナッジ群 45 名）であり，実験箇所は O
大学の男子トイレとした． 
従来群の介入期間中には図 1 の従来の啓発ポスタ

ー，ナッジ群の介入期間中には図 2 の啓発ポスター
を実験箇所のトイレに設置する． 

 

 
図 1 従来の啓発ポスター 

 

 
図 2 ナッジ張り紙 

 
3.1. 実験手順・介入場所 
実験手順を図 3 に示す．介入場所は 3 か所の男子
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トイレで，うち 2か所は従来群からナッジ群で行い，
ポスター掲示順序の比較のため，同程度の大きさの

トイレ１か所では逆の順序（ナッジ群から従来群）

で行う． 

 
図 3：実験手順 

 

3.2. 評価方法 

3.2.1. アンケート 
介入期間中に実験箇所のトイレを使用した人に対

してアンケートを配布する．倫理的な配慮として，

配布時に研究の説明を行ったうえで自由意思での回

答ができるようにし，アンケートの提出をもって研

究への同意が得られたものとする．アンケートの内

容を表１に示す． 
 

表 1 アンケートの内容 
1-1 普段手を洗うか 
1-2 普段石鹸を使うか 
1-3 普段手を何で拭くか 
2-1 今回手を洗ったか 
2-2 今回石鹸を使ったか 
2-3 今回何で手を拭いたか 

 
3.2.2. 石鹸使用量 
介入前，介入中，介入後の石鹸の使用量を，図 2

に描かれているディスペンサー内の石鹸の減少量で

計測し，従来群とナッジ群で比較する．  
 

4. 結果・考察 
両群のアンケート結果のまとめを表 2 に示す．表

2 から，手洗いについては，従来群は普段と介入中

の手洗い状況に変化が見られなかったが，石鹸の使

用については，介入によって普段の 46.8％から
53.2％と 6.4％上昇した．ナッジ群においても，従来
群と同様に，手洗いについては変化が見られなかっ

たが，石鹸の使用については 51.1％から 60.0％と
8.9％上昇した． 
また，実験箇所全体の石鹸使用量ついて図 4 に示

す．介入前（180 ㏄）を基準とすると，従来群では

423.75 ㏄（2.35 倍），ナッジ群では 693.75 ㏄（3.85
倍），介入後では 206.25 ㏄（1.15 倍）となった．こ

のことから，投票形式としたことで，無意識のうち

に石鹸を使うようになり，さらに 1 回の手洗いに使
用する石鹸の量が多くなったと考えられる． 
今回，ナッジを用いた啓発方法の方が従来の方法

より 1人当たりの石鹸の使用量は上昇した．しか
し，介入後には介入前と同じくらいまで減少したこ

とから，石鹸使用の習慣化までは至らなかったこと

が明らかになった． 
 

表 2 両群の手洗いについてのアンケート 

 

 
図 4 介入前，介入中，介入後の石鹸使用量 

 
5. 今後の展望 
アンケート調査の結果から，今回の介入では石鹸

使用の人数を大幅に増やすことができなかった．1
回の石鹸使用量ではなく使用人数を増やせるような

仕組みを考えていきたい． 
今回の研究では実験対象者が男性のみであったた

め，今後，女性も対象に調査を継続していきたい．

また，調査期間中にトイレを使用した正確な人数を

計測できなかったことから，一人当たりの石鹸使用

量を詳細に計算できなかった．適切な手洗いを促す

ために，石鹸使用量をセンシングし，アラートを鳴

らすなどの仕掛けなども考えていきたい．  
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 普段 介入中 
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手洗い 石鹸の

使用 
従来群 47人 97.9% 46.8% 97.9% 53.2% 
ナッジ群 45人 95.6% 51.1% 95.6% 60.0% 
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